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「
苛
立
ち
」
と
「
試
金
石
」

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
表
情
が
冴
え
な

い
。
昨
年
の
大
統
領
選
に
絡
み
、
ロ
シ
ア

政
府
が
干
渉
し
た
と
さ
れ
る
疑
惑
を
捜

査
す
る

「
ロ
シ
ア
ゲ
ー
ト
」
で
は
、
ト
ラ

ン
プ
氏
本
人
の
関
与
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
捜
査
を
指
揮
す
る
特
別
検
察
官

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ラ
ー
氏
の
姿
勢
は
厳
し
く
、

報
道
も
追
及
の
手
を
緩
め
な
い
。

　

公
約
に
掲
げ
た
、
医
療
保
険
制
度
改
革

（
オ
バ
マ
ケ
ア
）
の
廃
止
を
目
指
す
代
替

法
案
は
採
決
の
メ
ド
が
立
た
ず
、
政
権
内

で
は
失
脚
し
た
と
見
ら
れ
て
い
た
側
近
の
バ

ノ
ン
氏
が
復
活
し
、
権
力
争
い
が
激
し
く

な
り
そ
う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
憂
鬱
は
続

く
。

　

「（
自
ら
が
罷
免
し
た
コ
ミ
ー
元
Ｆ
Ｂ
Ｉ

長
官
と
）
非
常
に
仲
の
よ
い
友
達
で
厄
介

だ
」
—
—
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
の
ほ
ど
放
送
さ
れ
た
米

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
大
統
領
選
の
ロ
シ
ア
関

与
疑
惑
に
関
し
、
捜
査
を
統
括
す
る
モ
ラ

ー
氏
の
こ
と
を
そ
ん
な
風
に
揶
揄
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
氏
が
昨
年
の
大
統
領
選
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
と
戦
っ
て
敗
れ
た
ヒ
ラ
リ
ー
・

ク
リ
ン
ト
ン
元
国
務
長
官
の
支
持
者
を
雇

っ
て
い
る
と
し
て

「
ば
か
げ
て
い
る
」
な
ど

と
述
べ
、
公
平
性
に
疑
義
が
あ
る
か
の
よ

う
な
発
言
も
。

　

罷
免
す
る
か
と
の
問
い
に
は

「見
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

モ
ラ
ー
氏
は
コ
ミ
ー
氏
の
前
任
の
Ｆ
Ｂ
Ｉ

長
官
で
、
コ
ミ
ー
氏
は
副
長
官
と
し
て
モ

ラ
ー
氏
を
支
え
た
経
緯
が
あ
る
。
公
平
な

硬
骨
漢
と
評
価
の
高
い
モ
ラ
ー
氏
に
よ
る

追
及
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
追
い
詰
め
る
結

果
と
な
る
と
の
見
立
て
も
あ
る
。

　

こ
の
発
言
を
受
け
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
報

道
官
は

「ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
は
特
別
検

査
官
を
解
任
す
る
権
限
が
あ
る
が
、
そ

う
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
火
消
し
に
追

わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
連
日
ロ
シ
ア
疑

惑
で
追
及
を
強
め
る
報
道
各
社
に
対
し
、

会
見
の
回
数
や
映
像
の
放
映
、
録
音
の
制

限
を
始
め
た
。
こ
れ
も
ト
ラ
ン
プ
氏
の
い

ら
だ
ち
と
焦
り
が
表
出
し
た
も
の
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
上
院
共
和
党
は
オ
バ
マ
ケ
ア
の
廃

止
を
目
指
し
、
代
替
法
案
の
素
案
を
発

表
し
た
。
オ
バ
マ
ケ
ア
廃
止
は
、
選
挙
戦

で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
掲
げ
た
目
玉
公
約
の
一

つ
だ
。

　

オ
バ
マ
ケ
ア
は
オ
バ
マ
前
大
統
領
が
実
現

さ
せ
た
主
要
施
策
で
、
最
低
限
必
要
な

民
間
医
療
保
険
へ
の
加
入
を
義
務
化
す
る

も
の
。
政
府
が
補
助
金
を
支
給
し
て
、
低

所
得
者
も
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　

当
初
か
ら

「小
さ
な
政
府
」
を
目
指
す

共
和
党
か
ら
は
猛
反
発
さ
れ
、
「テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー

（
茶
会
）」
な
ど
の
政
治
運
動

も
生
ま
れ
た
。
２
０
１
０
年
に
法
が
成
立
し
、

２
０
１
４
年
に
は
本
格
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

公
約
で
オ
バ
マ
ケ
ア
廃
止
を
訴
え
た
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
大
統
領
就
任
後
の
１
月
、
早

速
こ
れ
を
見
直
す
大
統
領
令
を
出
す
。

　

６
月
に
は

「オ
バ
マ
ケ
ア
は
死
ん
だ
」
と

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ
ぶ
や
き
、
上
院
が
提
出

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
憂
鬱

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

　
　
　
　

泉 

洋
海

  

「
オ
バ
マ
ケ
ア
」
廃
止
と
　　　　　　

　　　ロ
シ
ア
・
ゲ
ー
ト
捜
査
の
混
迷

オバマケア廃止に躍起のトランプ氏だが……（ホワイトハウス）
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し
た
医
療
保
険
制
度
改
革
法
の
代
替
法

案
を
支
持
し
た
。

　

代
替
法
案
は
、
国
民
に
課
せ
ら
れ
た
保

険
へ
の
加
入
義
務
を
撤
廃
し
、
低
所
得
者

向
け
保
険
へ
の
補
助
金
を
減
ら
す
の
が
柱

だ
が
、
成
立
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
れ
て

い
る
。

　

そ
も
そ
も
３
月
、
共
和
党
が
代
替
案
を

下
院
に
提
案
し
た
が
、
党
内
で
は
意
見
が

分
か
れ
た
。

　

国
に
よ
る
補
助
金
給
付
を
嫌
う
保
守
派

と
、
オ
バ
マ
ケ
ア
を
廃
止
し
た
際
に
発
生

す
る
と
思
わ
れ
る
、
大
量
の
無
保
険
者
を

懸
念
す
る
穏
健
派
と
が
対
立
。
党
幹
部

は
意
見
を
調
整
で
き
ず
、
採
決
に
す
ら
こ

ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

５
月
に
よ
う
や
く
下
院
で
修
正
案
を
通

過
さ
せ
た
が
、
票
数
は
賛
成
２
１
７
、
反

対
２
１
３
と
ギ
リ
ギ
リ
。
共
和
党
か
ら
は

20
人
も
の
造
反
者
を
出
し
た
。

　

定
数
１
０
０
の
上
院
で
共
和
党
の
議
席
は

52
。
多
く
の
造
反
者
が
出
れ
ば
、
法
案
の

通
過
は
極
め
て
厳
し
く
な
る
。
テ
ッ
ド
・

ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員
は

「現
時
点
で
は
賛

成
で
き
な
い
。

　

だ
が
、
交
渉
の
余
地
は
あ
る
」
と
発
言
。

と
は
言
え
、
党
幹
部
が
指
導
力
を
発
揮
し
、

妥
協
案
に
導
け
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

　

オ
バ
マ
ケ
ア
の
廃
止
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
と

っ
て
重
要
な
公
約
で
あ
り
、
悲
願
だ
。
こ

れ
が
通
ら
な
け
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支

持
者
の
離
反
を
招
き
か
ね
な
い
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
を
通
せ
な
い
議
会
の
力
不
足
に

も
批
判
が
及
ぶ
。
来
年
の
中
間
選
挙
へ
の

影
響
も
小
さ
く
な
い
。

　

さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
オ
バ
マ
ケ
ア
廃

止
で
削
減
し
た
財
源
を
減
税
な
ど
に
当
て

る
見
込
み
だ
。

　

代
替
法
案
を
成
立
さ
せ
な
い
と
、
税
制

改
革
な
ど
の
議
論
が
始
ま
ら
な
い
。
ま
さ

に
、
代
替
法
案
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
今
後

を
占
う
試
金
石
と
言
え
る
。

親
族
組
の
劣
勢
と
バ
ノ
ン
氏
復
活

　

さ
て
、
驚
い
た
こ
と
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

シ
リ
ア
爆
撃
に
反
対
し
、
左
遷
さ
れ
て
い

た
側
近
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
バ
ノ
ン
氏
が
政

権
の
中
枢
に
返
り
咲
い
た
よ
う
だ
。

　

バ
ノ
ン
氏
と
言
え
ば
、
過
激
な
発
言
で

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
選
挙
中
は
ト
ラ
ン

プ
氏
の

「
米
国
は
シ
リ
ア
か
ら
撤
退
す
べ

き
」
「既
得
権
益
層
か
ら
権
限
を
取
り
戻

す
」
と
い
っ
た
主
張
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
っ
た
。

　

中
東
か
ら
の
撤
退
は
、
中
東
と
利
害
関

係
が
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
関
係
改
善
を
も
狙

う
バ
ノ
ン
氏
の
主
張
に
沿
う
。

　

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ス
ト
で
あ
る
ト
ラ

ン
プ
氏
の
愛
娘
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
や
そ
の
夫
ク

シ
ュ
ナ
ー
氏
は
、
シ
リ
ア
攻
撃
の
必
要
性

を
主
張
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
れ
を
受
け
入

れ
、
シ
リ
ア
攻
撃
を
実
行
し
た
。

　

こ
れ
に
反
対
し
た
バ
ノ
ン
氏
は
親
族
と
の

権
力
闘
争
に
敗
れ
、
左
遷
さ
れ
た
状
態
に

な
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
を
支
え
る
権
力
は
、
イ
ヴ

ァ
ン
カ
氏
と
ク
シ
ュ
ナ
ー
氏
ら
親
族
と
、
マ

イ
ク
・
ペ
ン
ス
副
大
統
領
ら
共
和
党
人
脈
、

バ
ノ
ン
氏
ら
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
で

ト
ラ
ン
プ
氏
の
思
想
を
形
づ
く
る
人
達
、

の
３
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
互
い
に
競
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

共
和
党
人
脈
に
は
大
き
な
変
化
は
な
さ

そ
う
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
右
腕
と
な
っ
て

き
た
ク
シ
ュ
ナ
ー
氏
が
、
大
統
領
選
に
ロ
シ

ア
政
府
が
干
渉
し
た
疑
惑
に
絡
み
、
ロ
シ

ア
の
外
交
官
に
極
秘
の
通
信
ル
ー
ト
開
設

を
持
ち
か
け
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
い

が
か
か
っ
て
お
り
、
議
会
に
召
喚
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
影
響
も
あ
り
、
同
氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
内
の
権
力
闘
争
で
不
利
な
立
場
に
立

た
さ
れ
そ
う
だ
。

　

親
族
組
の
パ
ワ
ー
低
下
に
伴
い
浮
揚
し
て

来
た
の
が
バ
ノ
ン
氏
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ロ
シ

ア
疑
惑
で
大
手
マ
ス
コ
ミ
か
ら
攻
撃
を
受

け
る
中
、
メ
デ
ィ
ア
対
策
な
ど
に
バ
ノ
ン
氏

の
力
を
借
り
た
い
よ
う
で
、新
設
す
る

「司

令
室
」
な
る
も
の
へ
の
参
加
が
決
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
政
権
へ
の
完
全
復
活
を
果
た

し
た
と
言
え
よ
う
。

　

政
権
内
で
刻
々
と
変
化
す
る
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
。
「
影
の
大
統
領
」
な
ど
と
形
容

さ
れ
る
強
引
な
バ
ノ
ン
氏
の
復
活
が
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
プ
ラ
ス
と
な
る
の
か
、
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
の
か
は
見
通
せ
な
い
。

返り咲いたバノン氏

ロバート・モラー特別検察官（ＦＢＩ）
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